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当
日
の
出
席
者
99
名
と
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
が
49
名
、
計
１
４
８
名
の
出
席
の
下
、
総
会
は
成
立
し
、
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
障
害
科
学
域　

名
川 

勝
氏
を
お
招
き
し
て
、

研
修
会
「
意
思
決
定
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
を
開
催
。
１
３
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
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会
長
退
任
の
ご
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

安
本 

伊
佐
子

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
４
期
８
年
に
わ
た
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
会

長
を
６
月
30
日
の
社
員
総
会
を
も
っ
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の

ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
無
事
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
12
年
度
の
介
護
保
険
制
度
導
入
後
、
平
成
15

年
度
か
ら
障
が
い
福
祉
制
度
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
措
置
制
度
か
ら

利
用
契
約
制
度
へ
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
度
に
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
、
平
成
25
年
度

に
は
障
害
者
総
合
支
援
法
へ
と
形
を
変
え
ま
し
た
。
障
が
い
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
激
動
の
10
年
間
を
、
会
長
と
し
て
一
般
社

団
法
人
大
阪
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
（
以
下
、
大
阪
福
祉
協
会
）
の
運
営

に
携
わ
っ
た
経
験
は
貴
重
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
会
長
就
任
直
後
の
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
に
か
け
、
当
大
阪
福
祉
協
会
会
員
事
業
所
に
お
け
る
３
年

連
続
の
知
的
障
が
い
児
者
入
所
施
設
で
の
人
権
侵
害
事
案
に
直
面
し
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
重
点
的
に
虐
待
防
止
に
向
け
た

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、
３
カ
年
事
業
と
し
て
の
「
施

設
訪
問
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」、「
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
」

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、諸
先
輩
方
の
長
年
の
念
願
だ
っ
た
大
阪
福
祉
協
会
の「
法
人
化
」、

昭
和
38
年
に
発
足
し
た
大
阪
福
祉
協
会
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
「
50
周
年
記
念

誌
」
の
発
行
な
ど
、
目
標
と
し
た
こ
と
が
役
員
を
は
じ
め
会
員
事
業
所
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
得
て
実
現
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
退
任
に
際
し
て
、
や
り
残
し
た
課
題
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
就
任
す
る
松
上
利
男
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
役
員
、
会

員
事
業
所
が
一
丸
と
な
っ
て
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
会
長

は
退
任
い
た
し
ま
す
が
、
引
き
継
ぎ
も
兼
ね
て
副
会
長
（
兼
事
務
局
長
）

と
し
て
、
今
し
ば
ら
く
大
阪
福
祉
協
会
の
運
営
に
関
与
し
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

松
上 

利
男

　

会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
の
会
長
と
し
て
の
最
大
の
役
割
は
、
当
大
阪
福
祉
協
会
運
営
を

担
う
若
い
世
代
の
人
た
ち
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
進
め
る
た
め
に
は
、
施
設
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

特
に
若
い
人
た
ち
が
積
極
的
、
主
体
的
に
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

仕
組
み
づ
く
り
や
活
動
内
容
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々
と
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
議

論
を
行
い
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
組
織
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
情
報
の
共
有
化
が
重
要

で
す
。
協
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
既
に
機
関
紙
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
を

通
し
て
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

し
た
協
会
活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
工
夫
し
て
、
情
報
の
共
有
化
を
よ
り

進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
先
日
行
わ
れ
ま
し
た
平
成
28
年
度
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
28

年
度
協
会
事
業
方
針
を
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
、
以
下

で
ご
ざ
い
ま
す
。

１
．
政
策
の
検
討
・
提
言
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
の
問
題
も
含
め
た
リ

ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
議
論
を
深
め
る
。

２
．
人
材
確
保
と
育
成
に
向
け
た
情
報
交
換
・
研
修
の
充
実
に
取
り
組
む
。

３
．
利
用
者
の
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
、
意
思
決
定
支
援
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

４
．
障
が
い
福
祉
制
度
、
介
護
保
険
制
度
の
理
解
と
障
が
い
福
祉
制
度
の

充
実
に
向
け
た
政
策
提
言
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

５
．
大
阪
福
祉
協
会
組
織
の
活
性
化
、
運
営
の
透
明
性
の
確
保
と
情
報
発

信
を
進
め
る
。

６
．
行
政
、
関
係
団
体
と
の
連
携
、
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

以
上
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
前
に
進
め
る
活
動
を
皆
様
の
ご
理
解
、
お

支
え
に
よ
り
実
施
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
協
会
活
動
へ

の
よ
り
一
層
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
６
月
30
日
（
木
）
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
る
！
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第
50
回
大
阪
知
的
障
が
い
児･

者

合
同
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
記
念
大
会

　

閉
会
式
で
は
、
参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
か
ら
「
来
年
も
是
非
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
強
い
希
望
が
上
が
り
、
実
行
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
長
年
継
続
し
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
感
慨
深
い
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
50
回
記
念
大
会
と
い
う
事
で
、
大
阪
福
祉
協
会
か
ら
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ

る
集
合
写
真
と
卓
上
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
が
各
チ
ー
ム
に
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
社
団
法

人
大
阪
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
か
ら
選
手
全
員
に
、
５
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
が

参
加
賞
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
を
始
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

リーグ 優　勝 準優勝 3　位
Ａ サンライズ 支援センターしらさぎ 向陽ALLSTARS
Ｂ 敷津浦学園 つばさアスレチックス 支援センターさくら
Ｃ さらの郷さらーず 四条畷福祉会 ガッツせんぼく
Ｄ 恵生会 中津学園 科長の郷
Ｅ 第二博愛／わららか KIRARI'S
Ｆ いわき生野学園 チーム光生会 ガッツとうふく

〈ご来賓〉　大阪府福祉部障がい福祉室自立支援課課長　米田 信也 様
　　　　　社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団専務理事　三宅 統二 様
　　　　　元プロ野球（南海ホークス）選手　小池 兼司 様

　

第
50
回
と
な
る
当
大
阪
福
祉
協
会
主
催
「
大
阪
知
的
障
が
い
児･

者
合
同
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
記
念
大
会
」
が
、
６
月
２
日
（
木
）、
強
豪
18
チ
ー
ム
の
参
加
の
下
、
久
宝
寺
緑
地
公

園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
和
と
な
り
、
各
リ
ー
グ
と
も
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
続

出
の
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
溢
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
大
会
に
元
プ
ロ
野
球
（
南
海
ホ
ー
ク
ス
）
選
手
の
小
池
兼
司
さ
ん
が
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
会
場
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
選
手
へ
の
激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し

た
ほ
か
、
サ
イ
ン
入
り
記
念
色
紙
を
全
チ
ー
ム
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
サ

プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。選
手
の
皆
さ
ん
に
は
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

祝
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施
設
訪
問
記

施
設
訪
問
記

りらぶ

　

北
摂
信
愛
園
に
は
、現
在
47
名
（
定
員
50
名
）

の
方
が
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
は
豊
能
町

の
山
間
部
に
あ
り
、
本
館
と
呼
ば
れ
る
居
室･

管
理
棟
と
、
日
中
活
動
棟
、
作
業
場
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
本
館
に
は
、
利
用
者
が
Ｔ
Ｖ
を
観

て
寛
ぐ
事
の
で
き
る
広
い
娯
楽
室
が
３
ヶ
所
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
部
屋
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
数
多
く
額
に
入

れ
ら
れ
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

● 

日
中
活
動
を
改
革
中

　

施
設
で
は
、
利
用
者
の
自
立
支
援
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
作
業
机
は
課
題
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切

ら
れ
、
利
用
者
は
個
々
の
特
性
を
生
か
し
た
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
を
使
っ
た
視
覚
的
な
支
援
も
行
な
っ
て

い
ま
し
た
。
遠
近
部
長
を
中
心
に
、
１
年
ほ
ど

前
か
ら
日
中
活
動
棟
の
机
な
ど
の
配
置
や
活
動

を
見
直
し
た
事
で
、
利
用
者
の
で
き
る
事
が
新

た
に
見
つ
か
り
、
職
員
も
徐
々
に
活
動
に
対
す

る
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
で
も
あ
る
遠
近
部
長

は
、
個
別
支
援
計
画
の
作
成
過
程
の
見
直
し
に

奮
闘
中
と
の
事
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
月
ご
と
に

実
施
す
る
事
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
ズ
を
重
点
的
に

支
援
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
そ
う
で

す
。

● 

閉
鎖
的
か
ら
対
外
的
（
地
域
）
へ

　

昨
年
、
職
員
に
よ
る
不
適
切
な
支
援
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
４
月
に
就
任
さ
れ
た
前
田
施
設

長
は
、
信
愛
園
は
山
間
部
に
あ
る
た
め
、
閉
鎖

的
で
地
域
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
事
が
一

因
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、施
設
で
は
、

利
用
者
さ
ん
と
の
街
頭
募
金
活
動
や
、
地
域
主

催
の
お
祭
り
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
近
隣
住

民
の
方
に
施
設
の
事
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を

増
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
さ
ら
に
、
６
月
か
ら

職
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
施
設
名
と
名
前
を
刺

繍
し
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
）
を
新
調
し
、
職
員
の
一

致
団
結
と
地
域
の
方
々
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
家
族
向
け
だ
っ
た

広
報
誌
を
対
外
的
な
物
に
作
り
替
え
る
な
ど
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
地
域
と
密
着
し
た
取
り

組
み
を
目
指
し
て
い
る
と
力
説
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

● 

今
後
目
指
す
も
の

　

前
田
施
設
長
は
、
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で

き
た
職
員
研
修
を
毎
月
実
施
し
、
他
に
も
虐
待

防
止
委
員
会
、
安
心･

安
全
委
員
会
の
見
直
し

を
図
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
事
故･

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
報
告
書
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
職
員
全

員
で
ル
ー
ル
を
決
め
、
様
式
も
簡
素
化
す
る
事

に
よ
っ
て
事
故
防
止
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
８
月
か
ら
は
、
大
阪
福
祉

協
会
の
権
利
擁
護
委
員
会
に
職
員
を
派
遣
す
る

予
定
で
、
施
設
の
中
だ
け
で
は
な
く
外
部
と
の

交
流
や
意
見
交
換
が
大
事
だ
と
も
話
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
職
員
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
、
勤

続
年
数
の
若
い
職
員
が
多
い
の
で
、
組
織
的
な

職
員
体
制
を
作
り
上
げ
て
行
き
た
い
、そ
し
て
、

法
人
の
基
本
理
念
で
あ
る
、「『
信
じ
る
心
』『
愛

す
る
心
』
を
大
切
に
、
信
愛
園
に
か
か
わ
る
す

べ
て
の
人
々
の
『
幸
せ
』
を
目
指
す｣

を
再
度

意
識
し
て
支
援
す
る
事
が
大
切
だ
と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
平
成
25
年
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
加
島
友

愛
会
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
で
就
労
支
援
員
と
し
て
１
年
、
そ

の
後
は
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
は
１
人
の
Ｏ
Ｂ
さ
ん
の
会
社
さ
ん
へ

訪
問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
近
の
様
子
を
確

認
し
た
り
、
状
況
の
聞
き
取
り
を
行
う
な
か
で
、

本
人
か
ら「
欠
勤
を
す
る
と
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
、

健
康
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」
と
話
を
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
訓
練
時
に
は
、
体
調
不
良
で
休

む
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
実
際
に
働
く
こ
と
で
仕

事
に
対
す
る
責
任
や
自
覚
も
芽
生
え
て
き
て
い
る

の
だ
と
、
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
職
場
の
方
に
話

を
伺
う
と
「
彼
は
こ
こ
に
“
必
要
不
可
欠
”
で

す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
を
か
け
て

も
ら
っ
た
Ｏ
Ｂ
さ
ん
は
と
て
も
誇
ら
し
い
表
情
で

業
務
に
戻
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
会
社
の
方
々
か

ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
彼
も
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
１
人
で
も
多
く
１
社
で
も
多

く
、
障
が
い
者
雇
用
の
橋
渡
し
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

社会福祉法人北摂信愛園　障害者支援施設 北摂信愛園

取材日：平成 28 年 7 月 6 日（水）
取材者：浦野 秀樹、髙原 良太
　　　　（茨木学園）

か
し
ま
障
害
者
セ
ン
タ
ー
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

水
津 

由
依

大阪府豊能郡豊能町川尻 72-5

次回は
グループホーム
の世話人さんに
お願いします

ち
ょ
っ
と
＊
つ
ぶ
や
き
＊
リ
レ
ー

つ

ぶ

や

き

…

職員室での終礼
（申し送り）風景

上段：谷田部長、前田施設長
下段：遠近部長、櫻井部長
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吉
武
貞
直
さ
ん
（
茨
木
学
園
）
か
ら
編
集
委
員
を
引
き
継
ぐ
事
に
な
り

ま
し
た
髙
原
良
太
（
同
）
と
申
し
ま
す
。
今
回
、
施
設
訪
問
記
の
取
材
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
活
動
や
取
り
組
み
を
拝
見
す
る

事
が
出
来
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
を
通
じ
て
、
他
施
設
の
職
員
と
の
交
流
が
深

ま
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成 28 年 1 月～ 6 月 活動報告

4

1月
中堅職員研修：「障害者差別解消法について」
講師：大阪福祉協会　顧問弁護士　井上計雄氏（14日）
（社福）大阪手をつなぐ育成会「平成 28年新成人と還暦
を祝う集い」安本会長出席（17日）
（社福）大阪手をつなぐ育成会「新年懇親会」安本会長出
席（19日）
役員会（22日）
相談支援部会「意思決定支援について考える」（22日）
「第 34回スポーツフェスタ 2015 大阪」反省会（22日）
機関紙「トライアングル」145号発送（25日）
児童発達支援部会（通園）幹事会（27日）
地域支援部会（グループホーム）（27日）
権利擁護委員会：かしま障害者センター見学（28日）
ワークセンターいまがわ 5周年記念感謝祭　安本会長出
席（30日）
大阪知的障害児者生活サポート協会との共催による「集
まれグループホーム」開催（31日）

2月
第 4回障害者支援施設部会幹事会（3日）
第 7回日中活動支援部会施設長会（大阪府肢体不自由者
協会交野自立センター見学）（8日）
第 52回近畿地区知的障害関係施設職員研修会（京都平安
ホテル）（9日～ 10日）
第 6回障害者支援施設部会施設長会（12日）
児童発達支援部会（通園）施設長会（16日）
地域支援部会（短期入所）：中津学園見学（17日）
役員会（19日）
北摂施設長会（23日）
相談支援部会（26日）

3月
全国部会協議会及び全国支援スタッフ委員会代表者会議
（東京：2～ 3日）各部会長 6名参加
勉強会「医療同意と死後事務への対応について」
講師：大阪福祉協会　顧問弁護士　井上計雄氏（10日）
第 8回日中活動支援、生産活動 ･就労支援部会
（社福）青葉仁会生駒事業所見学（14日）
役員会（18日）
近畿地区施設協会役員会（神戸：23日）

権利擁護委員会（24日）
地域支援部会（グループホーム）（25日）

4月
役員会（15日）
熊本地震による被災施設等に対する義援金募集（21日～
5月 20日）
（社福）桃花塾創立百周年記念式典　安本会長出席（23日）
平成 28年度第 1回障害者支援施設部会施設長会（28日）

5月
第 16回大阪府障がい者スポーツ大会開会式　浦野副会長
出席（15日）
平成 27年度大阪福祉協会監事監査（18日）
「第 50 回大阪知的障がい児・者合同ソフトボール記念大
会」抽選会（20日）
役員会（20日）
平成 28年度第 1回障害者支援施設部会幹事会（26日）
権利擁護委員会（26日）
「第 3回全国小・中学生障がい福祉ふれあい作文コンクー
ル」募集開始

6月
「第 50 回大阪知的障がい児・者合同ソフトボール記念大
会」（2日）
機関紙「トライアングル」編集会議（20日）
全国施設長会議（横浜：23日～ 24日）
理事会 ･役員会（30日午前）
平成 28年度定時社員総会（30日午後）
研修会（30 日午後）「意志決定支援の在り方について」
講師：筑波大学講師　名川勝氏

権
利
擁
護
委
員
会

部
会
・
委
員
会
報
告

　

平
成
27
年
１
月
開
催
の
中
堅
職
員
研
修
受
講
者
か
ら
、
公
募
に
よ
る
７
名
の
委

員
で
活
動
を
開
始
し
た
「
良
い
支
援
を
広
げ
る
職
場
づ
く
り
」
は
前
年
度
計
６
回

の
委
員
会
活
動
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

虐
待
に
つ
な
が
る
不
適
切
な
支
援
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
各
々
の
現
場
に

埋
も
れ
て
い
る
「
良
い
支
援
」
に
気
づ
き
、
良
い
支
援
を
広
げ
る
、
そ
し
て
不
適

切
な
支
援
を
減
少
さ
せ
る
職
場
環
境
の
創
造
に
各
事
業
所
の
協
力
を
得
な
が
ら
取

組
み
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
各
委
員
が
日
常
の
支
援
の
場
で
の
気
づ
き
を
共
有
。

例
え
ば
、
現
場
で
の
「
言
葉
遣
い
」
へ
の
疑
問
か
ら
、「
子
ど
も
扱
い
を
し
な
い
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
々
の
事
業
所
で
共
通
の
取
組
み
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
各
々
の
施
設
が
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
実
践
し
、
参
考
に
な
る
実
践
を

各
事
業
所
で
さ
ら
に
工
夫
し
た
上
で
展
開
す
る
と
い
っ
た
波
及
効
果
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

本
委
員
会
の
取
組
み
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
①
継
続
す
る
こ
と
の
重

要
性
、
②
管
理
職
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
事
業
所
と
し
て
の
取
組
み
の
明
確
化
）、

③
「
権
利
擁
護
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

主
た
る
活
動
内
容
は
前
年
度
同
様
で
各
事
業
所
で
組
織
に
合
っ
た
実
践
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は

〇
各
委
員
が
日
常
の
支
援
の
場
で
の
気
づ
き
か
ら
課
題
を
共
有
し
、
共
通
の
テ
ー

マ
に
よ
る
各
事
業
所
で
の
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

〇
各
委
員
が
事
業
所
で
工
夫
し
た
実
践
を
開
示
し
、
他
の
委
員
が
各
々
の
事
業

所
で
さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
、
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
共
有
で
き
る
ス
パ
イ
ラ
ル
・

モ
デ
ル
で
展
開
し
ま
す
。

〇
本
委
員
会
の
活
動
は
実
践
的
取
組
み
で
あ
り
、
管
理
職
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
事

業
所
と
し
て
の
取
組
み
の
明
確
化
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
活
動
を
継
続
す
る
事
業
所
以
外
に
新
た
に
数
か
所
の
事
業
所
を

公
募
予
定
で
す
。
是
非
、
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
権
利
擁
護
委
員
長　

油
谷 

佳
典
）

●熊本地震に対する義援金
　ご協力いただき誠にありがとうございました。頂戴しました
義援金（195 万 874 円）は日本知的障害者福祉協会を通じて
被災地に届けられます。

●井上計雄顧問弁護士による法律相談について
　平成 28年度も昨年同様、毎月第 2木曜日午後 1時～ 3時
　ただし、8月のみ、10日（水）となります。
　お申し込みは 1週間前までに大阪福祉協会事務局まで。

編集委員交代
のお知らせ


